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期日前投票制度について・・・・・・・・

さあ来る !活動 む●●●●●●●●●●●

下水道のこと5・・・・ ,● ●●●●●`

夏休み中の小・中学校体育施設開放・・ ,

児童扶養手当手続きはお済みですか '多 ●

育児講座に参加しませんか 。・・・ .・・・

国民年金保険料の免除の手続きはお早めに

合同検診のお知らせ '・・・・・ t e..
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１

主

な

内

容

５
月
％
日
夜
、
堀
之
内

町
、
小
出
町
、
大
和
町
、
六

日
町
、
塩
沢
町
、
湯
沢
町
の

各
消
防
団
や
国
土
交
通
省

な
ど
１
９
１
人

（写
真

下
）

が
参
加
し
て
、
魚
野
川
夜

間
水
防
訓
練
が
今
泉
博
物

館
裏

（塩
沢
町
）
の
魚
野
川

左
岸
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
信
濃
川

・

魚
野
川
水
防
連
絡
会
の
主

催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

長
谷
川
昭
次
団
長
以
下

２０
人
の
湯
沢
町
消
防
団
員

は
、
堤
防
の
上
に
上
の
う

を
積
み
上
げ
て
水
が
堤
防

を
越
え
る
の
を
防
ぐ

「積

み
上
の
う
工
法
」
の
技
術

を
披
露
し
ま
し
だ

（写
真

上
）
。
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に
っ
い
耳

期
日
前
投
票
制
度
と
は

選
挙
期
日
（投
票
日
）
に
理
由
が

あ

っ
て
投
票
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
人
は
、
投
票
日
の
前
で
あ

っ

て
も
、
投
票
箱
に
直
接
、
投
票
で
き

る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

従
来
の
不
在
者
投
票
は
次
の
よ

う
に
投
票
用
紙
に
記
載
後
、
封
筒

に
入
れ
、
署
名
し
、
投
票
管
理
者
に

提
出
す
る
も
の
で
す
が
、
期
日
前

投
票
は
、
選
挙
人
本
人
が
投
票
用

紙
を
直
接
、
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
。

期
日
前
投
票
で
き
る
理
由

投
票
日
当

ｒ日
に
仕
事
が
あ
っ
た

り
、
旅
行
な
ど
に
出
か
け
る
場
合
、

病
気
や
出
産
な
ど
の
た
め
に
歩
く

の
が
困
難
な
場
合
な
ど
で
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間

。
時
間

選
挙
期
日
の
公
示
日
（告
示
日
）

の
翌
日
か
ら
選
挙
の
前
日
ま
で
で

す
。
投
票
時
間
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

期
日
前
投
票
の
．場
所

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
行

う
も
の
だ
け
が
期
日
前
投
票
の
対

祭
と
な
り
ま
す
。

ｔ
た
が

っ
て
、
仕
事
先

（滞
在

，

先
）
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

´
や
県
が
指
定
し
た
病
院

・
老
人

ホ
ー
ム
等
で
は
、
期
日
前
投
票
は
　
，

で
き
な
い
の
で
、
従
来
の
不
在
者

投
票
に
な
り
ま
す
。
．

一
　

く

午
前
６
時
４５
分
～
午
後
８
時
１５
分

【報
酬
額
】

・
期
日
前
投
票

ｒ
２
，
８
２
５
円

（税
引
き
後
）

・
投
票
日

１
４
，
４
４
０
円

（税
引
き
後
）

※
期
日
前
投
票
期
間
中
及
び
投
票
日
は
、
昼
食
及
び
夕
食
は
選
挙
管

理
委
員
会
で
用
意
し
ま
す
。
た
だ
し
、
昼
食
は
実
費
負
担
と
な
り
ま

す
。

【申
込
】
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

６
月
１７
日

（木
）
ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（郵
送

可
）
申
込
書
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込

み
も
受
け
付
け
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

【問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
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広報ゆざわ H16.6.13 (2)

期日前投票所に 紙への記載

参議院議員通常
選挙期日前投票について

湯沢町選挙管理委員会では、7月 執

行予定の参議院議員通常選挙の期日

前投票について、次のとおり行う予定
です。
‐

【期間】

6月 25日 (金)～ 7月 10日 (土)
【時間】  i.  

′

午前 8時 30分～午後 8時
【期日前投票所】

湯沢町役場 1階中会議室
※投票所には、入場券をお持ちくださ

tヽ。入場券は6月 24日 (木)に発送

する予定です。



湯
沢
町
観

再
発
見
ヱ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

観
光
か
ら
変
え
る
与
碑
た
な
で
変
え
る
湯
沢
町

湯
沢
町
観
光
再
生
を
目
指
し
て
、
こ
の
春

「湯
沢
町
観
光
価
値
再
発
見
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
秋
に
は

「湯
沢
町
観
光
立
町

宜
言
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
町
民
ひ

と
り
ひ
と
り
が
、
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。
多
く
の
町
民
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

観
光
は
、
湯
沢
町
の
最
大
産
業
で
す
。
し

か
し
、
観
光
客
は
年
々
減
少
し
、
平
成
１５
年

度
で
は
、
６
５
０
万
人
と
１７
年
社
の
規
模
に

縮
小
し
て
い
ま
す
。
真
に
活
気
あ
ふ
れ
る
町

に
な
る
た
め
に
い
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
観
光
再
生
の
活
動
に
取
り
組
み

ま

し
ょ
う
。

「と
あ
来
る
イ
」
活
動
の
向
書

Ｙ
◎
Ｕ
②
含
…

（お
客
様
の
笑
顔
を
考
え
よ
う
！
）

◆
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
部
会

お
客
様
を
心
か
ら
も
で
な
す
湯
沢
を
代

藤
す
る
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
部
会

T
瞥

呂

（湯
沢
の
新
た
な
自
慢
を
考
え
よ
う
！
）

◆
地
場
産
品
開
発
部
会

「

湯
沢
を
代
表
す
る
、
新
た
な
地
場
産
品
を

考
え
る
部
会

◆
新
イ
ベ
ン
ト
開
発
部
会

湯
沢
を
も
う

一
度
見
直
し
、
埋
も
れ
た
魅

力
を
発
掘
す
る
と
共
に
、
新
た
な
イ
ベ
ン
ト

や
祭
り
を
考
え
る
部
会

一輪
淋
契
禦
更
交
流
の
場
を
広
げ
よ
う
！
）

◆
交
流
輪
づ
く
り
開
発
部
会

町
民
と
お
客
様
の
‐交
流
の
輸
が
自
然
と

広
が
る
よ
う
な

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

行
う
部
会

「と
あ
来
る
Ｆ
」
部
員
募
集
Ｆ

◆
応
募
期
間

６
月
鮒
日

（水
）
ま
で

◆
応
募
資
格

‐平
成
消
年
４
月
１
日
時
点
で
、
満
別
歳
以

上
の
湯
沢
町
民

◆
応
募
方
法

任
意
の
用
紙
に
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
部
会
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
郵
送
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
応
募

・
問
い
合
わ
せ

〒
９
４
９

１
６
１
９
２

湯
沢
町
役
場
産
業
観
光
課

阻
７
８
４

●
４
８

・
５
０

Ｍ
７
８
０
●
６
０
７
２

fi) 〉

観
光
産
業
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
は
、
全

町
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ば
し
ま

す
。
経
済
の
活
性
化
は
、
町
の
財
政
安
定
に

も
つ
な
が
り
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
を
も
た

ら
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ン
」
の
活
動
は
、
「観
光
」

を
入
リ
ロ
と
し
た
、
よ
り
豊
か
な
町
民
の
暮

ら
し
を
目
指
す
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

真
に
愛
さ
れ
る
観
光
地
と
な
る
た
め
に

は
、
地
域
の
魅
力
の
再
発
見

。
再
確
認
が
必

要
で
す
。
湯
沢
町
に
は
人
々
を
ひ
き
つ
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
る
は
ず
で
す
。
み
ん

な
で
知
恵
を
絞
り
、
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
観

光
の
町
と
し
て
将
来
像
が
必
ず
見
え
て
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
′

O

(3)

今
な
ぜ
、
こ
の
活
動
が
必
要
な
の
つ

観
光
に
携
わ
ら
な
い
人
は
関
係
な
い
の
？

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？



水
沈
化
率
と
は
、
下
水
道
に
接

続
可
能
な
方
に
対
す
る
、
下
ホ
道

に
接
続
し
て
い
る
方
の
割
合
を
示

し
た
も
の
で
す
。

湯
沢
町
全
体
で
の
水
沈
化
率
は
、

平
成
１６
年
４
月
―
日
現
在
で
７５
，

Ｉ
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
左
求
は

水
沈
化
率
が
９０
％
凱
上
の
町
内
を
、

率
の
高

い
順
に
掲
載
し
ま
し
た
。

下
水
道
に
接
続
可
能
と
な
っ
て

か
ら
、
３
年
以
内
に
接
続
を
お
願

い
し
て
い
言
す
が
、
ま
だ
、
本
沈
化

率
６０
％
以
下
の
地
域
が
い
く
つ
か

あ
る
状
況
で
す
。
　
　
．

町
で
は
′、
水
沈
化
率
の
，仏

い
地

域
に
接
続
．を
強
く
呼
び
か
け
、
本

沈
化
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｔ
日
で
も
早

い
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
宅
内
排
水
設
備
清
掃
の

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

最
近
、
『
下
水
道
に
接
続
す
る
と

．

家
鷹
内
の
班
水
設
備
セ
ー
年
に
１

回
は
点
検
、
清
掃
ビ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
』
な
ど
と
、
あ
た
か
も

法
的
な
義
務
が
あ
る
よ
う
な
言

い

方
で
耕
水
設
備
の
維
持
管
理
契
約

を
勧
め
る
業
者
が
い
ま
す
。
耕
水

設
備
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
ご
狛

分
て
蜂
要
だ
と
感
じ
ら
れ
る
と
き

，

に
行

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
て

，
す
ゃ
法
的
な
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
淳
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
耕
水
設
備
を
清
掃
し
た

際
に
は
、
宅
内
に
も
入
り
『
水
道
管

も
直
し
た
方
が
い
い
で
ｆ
ｆ
。
』
な

ど
七
言

っ
て
、
高
額
な
金
額
を
提

示
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
管
の
修
繕
等
は
、
町

の
指
定
を
受
け
た
給
水
装
置
工
事

事
業
者
以
外
は
で
き
な
い
こ
と
に

な

つ
て
い
ま
す
の
で
、
修
繕
等
を

行
う
場
合
に
は
指
定
工
事
店
に
逹

絡
し
て
で
だ
さ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】
　

　

，

水
道
課

砒
７
８
４
●
４
８
５
３
．

0水洗化率 90%以上の町内
t(平成16年 4月 1日現在)

5
Ⅲ

楽 町 99.0

下   無   野 98.6

布 場 97.5

97.3下 中

上 中 ギ 96.6

石 白 93.9

愛 宕 93.8

駅 通 93.4

宮 林 93.3

之   町 92.8

諏 訪 92.2

西 山 91.2

滝 沢 90。9

幅 下 90。8

田原   新 90.8

堰 場 90.5

七   谷   切 90.2

温
泉
給
湯
希
望
者
募
集

【募
集
地
区
】

第
１
地
区

（布
場
～
西
中
）

第
２
地
区

（西
中
～
上
熊
野
）

第
３
地
区

（湯
沢
駅
東
側
及
び
主
水
地
区
）

第
４
地
区

（湯
元
地
区
）
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

※
い
ず
れ
も
１
日

（毎
分
５
リ
ッ
ト
ル
）
単
位

【給
湯
開
始
時
期
】

平
成
１６
年
８
月
１
日

【給
湯
許
可
期
間
】

平
成
１６
年
８
月
１
日
～
平
成
１７
年
１１
月
罰
日

【費
用
等
】

。
加
入
負
担
金
　
　
　
　
ヽ

１

日

　

６

９

，
３

０

０

円

。
工
事
費
用

（本
管
以
降
）

個
人
負
担

・
使
用
料

（消
費
税
込

・
１
日
当
り
）

Ю
だ

ま
で
９
，
２
４
０
円

Ю
∬

以
上
は
超
過
料
金
加
算

【募
集
期
間
】

６
月
罰
日

（水
）
ま
で

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

水
道
課

色
７
８
４

・
４
８
５
８
　
ヘ

′
'電
｀

t ノンヽ
ゝ ,,

O
V
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◆
冬

◆
◆奉

■ +

◆

ウ

◆

幸

+◆
÷←
み争

◆
◆
＋

寺
奉

◆
◆
◆

＋
◆
争

←■◆心

と

◆

孝+

牟+
←

+◆
◆→

←→◆
◆奉寺

学

↑

夏
休
み
中
の
学
校
が
使
用
し
な
い
日
に
限
り
、
小
。中
学
校
の
体

育
施
設
を
開
放
し
ま
す
。
下
表
に
掲
げ
る
各
施
設
の
担
当
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【開
放
期
間
】

小

。
中
学
校
と
も
７
月
２４
日
～
８
月
２２
日

（時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
４
時
４５
分
）

【使
用
料
金
】

各
施
設
と
も
１
人
１
日
３
０
０
円

（半
日
や
数
時
間
の
使
用
も
１
旧
と
し
て
扱
い
ま
す
。
な
お
雨
天
の

た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
返
金
し
ま
す
。）

【申
込
方
法
】

７
月
１６
日

（金
）
ま
で
に
、
「使
用
願
い
」
（用
紙
は
各
担
当
の
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
）
に
料
金
を
添
え
て
各
施
設
の
担
当
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【使
用
上
の
注
意
】

◎
申
込
時
は
、
使
用
人
数
を
正
確
に
把
握
じ
て
料
金
を
計
算
す
る

こ
と
。

◎
日
直
者
へ
の
届
け
出

・
ご
み
の
始
末

・
清
掃

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

レ
イ
キ
か
け
等
を
必
ず
行
う
こ
と
。

◎
使
用
許
可
を
受
け
た
宿
泊
施
設
は
、
宿
泊
者

（団
体
の
責
任
者

等
）
に
使
用
心
得
を
厳
守
さ
せ
る
こ
と
。

学  校 r名 施    設 担 当 電 話
・
番 号

三 国 小 学 校 体育館・グラウンド 苗 場 旅 館 組 合 789-2706
三 俣 小 学 校 体育館′ みつまた高原観光協会〈案内所 ) 788-9006
神 立 小 学 校 体育館・グラウンド 岩 原 観 光 協 会 (案 内 所 ) 787-3476
土 樽 小 学 校 体育館・グラウンド 中 里 観 光 協 会 (案 内 所 ) 787-3240

湯 沢 小 学 校 体育館・グラウンド 湯沢温泉観光協会 (案 内所 ) 785-5353

湯 沢 中 学 校
野球場 。柔道場 岩仮 観 光 協 会 (案 内 所 ) 787-3476
グラウンド 湯沢町教育委員会学校教育課 784-22.11`

,1

∪

平
成
１６
年
度
銃
砲
刀
剣
類
筆

登
録
審
査
会
が
表
に
掲
げ
る
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
。
未
登
録
の
銃

砲
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い
る
方

は
、
必
ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定

め
る
鑑
定
の
基
準
婁

術
的
価
値
、

伝
統
的
な
製
作
方
法
等
）
に
よ

っ

て
審
査
し
ま
す
。
登
録
対
象
と

な

っ
た
も
の
に
は
、
登
録
証
が
交

付
さ
れ
、
所
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【登
録
時
に
持
参
す
る
も
の
】

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃

砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（所
轄

の
警
察
署
が
発
行
し
た

も
の
）

③
審
査
手
数
料

１
件
に
つ
き
、
６
，
３
０
０
円

霧

潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
。
）

※
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
な

お
、
移
動
の
際
に
は
、
危
険
の

な
い
よ
う
梱
包
し
、
盗
難
等
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
を

希
望
す
る
場
合
は
、
登
録
審
査
会

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
・

期日・会場
県庁行政庁舎

(新潟市新光町4-1)
長岡地域振興局

(長岡市四郎丸町 173-2)

6月 18日 (金) 10:00-14:30

8月 20日 (金) 10100-14:30

10月 15日 (金) 10:00-14:30

11月 19日 (金) 10:00-14:30

1月 21日 (金) 10:00-14:30

2月 18日 (金) 10:00-14:30

※ 12:00～ 13:00までは休憩です。

(5)



嬢
斡
鵜
翻
鯵
錢
顆
輩

【
６
月
の
支
払
は
Ｈ
日
で
す
】

２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
の
児

童
キ
当
が
、
６
月
Ｈ
日

（金
）
に
振

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
盛
素
し
て
く

だ
去
ヽ
い
。

【
現
況
届
に
つ
い
て
】

現
在
、
児
童
手
当
を
覧
け
て
い

る
方
は
、
４
年
６
月
中
に
児
童
手

当
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
況
届
は

前
年
の
所
得
状
況
や
児
童
の
奏
有

状
況
を
確
誕
す
る
た
め
の
も
．
の
で

す
。現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降

の
児
童
キ
当
を
受
け
る
こ
と
が
看

き
な
く
な
り
ま
す
。
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
終
要
な
も
の

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

・
平
成
１５
年
分
児
童
キ
当
用
所
得

証
明
書

（平
成
１６
年
十
月
十
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
の
み
終

要
で
す
。
）

○
提
出
期
限

６
月
３０
日

（水
）

【
児
童
手
当
と
は
】

児
童
手
当
は
、
生
活
の
安
定

と

児
童

の
健
全
育
成

・
資
質

の
向
上

を
目
的

と
し
て
、
児
童
を́
奏
育
し

て

い
る
方
ｔ
手
当
を
支
絡
す
る
制

度
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

○
手
当
月
額
　
　
　
・

第
―
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第

２
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
１
０
，
０
０
０
円

Ｏ
支
払

に
つ
い
て

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
支
給

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。
毎
年
２

●
６

●
１０
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

①
申
請

に
姓
要
な
も
の

・
ＦＰ
鑑

・
申
請
者

の
口
座
の
分
か
る
重
帳

等（公
務
員

の
方
は
勤
務
先
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ

い
。
）

○
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
手
続
ご

が
強
要

に
な
り
ま
す
。

・
出
生
等

に
よ

っ
て
対
象
児
童
が

増
え
た
と
き

の

・
覧
絡
者
や
対
象
児
童
の
住
所
が

変
わ
る
と
き

・
離
始

・
元
別
等
に
よ
り
対
象
児

童
を
養
有
し
な
く
な
っ
た
ｒ
き

・
受
給
者
の
加
入
年
金
が
変
更
に

な

っ
た
と
き

（年
金
係
だ
け
で

な
く
、
蜂
ず
保
育
係
に

も
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
）
　

　

Ｐ

【届
出

・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
保
育
係

阻
７
８
４

●
３
０
０
１

250万
¨
ぢ
‐
月
‐
め建設工事導甦 ビ結

〉

・・児
童
扶
養
手
当

。
特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
額
の
変
更
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
換
養
手
当
の
支
給
額
が
、
平
成
１６

年
４
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

（　
）
内
は
、
平
成
１５
年
度
の
金
額
で
す
。

【児
童
扶
養
手
当
】
　

　

一

・
全
額
支
給

４
１
，
８
８
０
円

（４
２
，
０
０
０
円
▼

・
一
部
支
給

４
１
，
８
７
０
円
～
９
，
８
８
０
円

（４
１
，
９
９
０
円
～
９
，
９
１
０
円
）

※
な
お
、
２
人
以
上
の
児
童
を
有
す
る
受
給
者
に
係
る
加
算
額
に
つ

い
て
は
、
第
２
子
５
，
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
に
つ
き
３
，
０
０

０
円
で
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【特
別
児
童
扶
養
手
当
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、、

・
１
級
５
０
，
９
０
０
円

（５
１
，
１
０
０
円
）

ｏ
２
級
３
３
，
９
０
０
円

（３
４
，
０
３
０
円
）

君・, 『名等
観 黍
′

'4号
湯沢高原国内瓶 渡辺晨園塩沢営業所

1 汚水枝繰新設 その 1 工 事 豊田屋建設
汚水枝繰新設 :その 2 工 事 8. 900. 000 森下組
汚水枝線新設 その 3 工 事 4. 070. 000 1貝瀬建設
汚水枝線新設 |4 :その 4 1工事 }種村組

21 ン ン 工 t工業脚魚 沼営業所

手設 工詈3 谷後繰送水管Я 手 期水施設整備

3 上水道配水管Яf設 (東橋本設 閏運 )工事 飢水施設整備
下第 | ,ヂタ 汚水枝繰新設 | 架 )工事 ピヽーエ業隙斯潟営業所

,12ヂ許管委 7. 010. 000 小林測量設計事務所

広報ゆざわ H16.6.13  (6)



育
児
講
座
に
会
加
し
書
せ
た
か
？

講
話

『ビ
タ
ミ
ン
愛
ど
っ
さ
り
の
子
育
て
』

お
母
さ
ん
、
育
児
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
か
？
赤
ち
ゃ
ん

は
毎
日
少
し
ず
つ
成
長
し
て

い
ま
す
。
先
が
読
め
ず
非
常

に
不
安
を
感
じ
て
、
つ
い
つ

い
心
配
に
な

っ
て
は
い
ま
せ

ん
か
？
愛
情
た

っ
ぷ
り
の
子

育
て
論
を
聞
い
て

「育
児
が
楽
し
め
る
」
お
母

さ
ん
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

☆
日
時
７
月
６
日

（火
）

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
Ъ
分

☆
場
所
　
　
　
　
　
　
・

湯
沢
町
公
民
館
　
３
階
会
議
室
２

〔託
児
室
‥
和
室
〕

☆
対
象
０
歳
か
ら
６
歳
児
を
も
つ
親
と
そ
の
家
族

☆
講
師
池
田
廣
美

氏

☆
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

硼
７
８
０

ｏ
６
１
６
３

＊
託
児
ご
希
望
の
方
は
６
月
％
日

（金
）
ま
で
に
湯
沢
町
公
民
館

（阻

７
８
４

●
２
４
６
０
）
ま
た
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（阻
７

８
０
●６
１
６
３

）
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

窮少/

rふれあい広場』中止のお知らせ

6月 23日 (水)にカルチャーで

行われる予定でした『ふれあい広

場』は、都合により中止になりま

す。ご了承ください。

C)! 歩

0

オ
レ
オ
レ
辞
欺
にご
用
心

最
近
、
「お
れ
、
お
れ
」
と
言

っ

て
。、
架
空
の
交
通
事
故
の
示
談
金
、

借
金
速
済
な
ど
の
名
日
で
、
指
定

し
た
銀
行
口
座
に
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
キ
ロ
の
他
に
、

「○
○
警
察
の
者
で
す
ゃ
お
宅
の

ご
二
人
（お
子
さ
ん
）・が
、ｉ買
通
事

故
を
起

こ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

相
手
は
、
暴
力
国
の
よ
う
で
、
卓
は

ベ
ン
ツ
、
修
理
に
は
２
０
０
万
円

か
か
り
そ
う
だ
が
示
談
を
し
た

い

と
言

っ
て
い
ま
す
。
」
な
ど
と
言

っ

て
、
そ
の
後
、
事
故
の
相
手
と
名
乗

る
者
が
電
話

口
に
出
て
、
「早
く
帰

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
お
金
を

振
り
込
ん
で
も
ら

い
た

い
。
お
金

が
用
意
で

き
た
ら
、
連
絡
を
も
ら

い
た

い
。
振
込
先
を
知
ち
せ
る
。
」

と
い
う
手

口
も
出
て
き
て
、
さ
ら

に
息
子

に
な
り
す
ま
し
て
、
電
話

口
で
泣
く
な
ど
信
用
さ
せ
よ
う
と

し
ま
す
。

○
防
止
対
策

ｏ
自
分
か
ら
肉
親
の
名
前
を
言
わ

ず
、
相
手
に
名
乗
ら
せ
ま
し
よ

ヽ
■
′
。

・
警
察
官
を
名
乗

っ
て
金
銭

の
話

し
を
し
て
き
た
時
は
、
一
ユ
電

話
を
き
り
、
相
手

の
言

っ
た
警

察
署

に
聞

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
警
察

は
示
談

の
交
歩
は
し

ま
せ
ん
。

卜
家
族
の
名
前
を
名
乗

っ
た
場
合

で
も
、
一
ユ
電
話
を
き
り
、
家
族

に
電
話
を
し
て
確
か
め
て
く
だ

ど
侵
入
盗
被
害
に
注
意
！
ヽ

最
近
、
六
日
町
警
察
署
管
内
に

お
い
て
、
一
般
住
宅
を
狙

っ
た
「忍

び
込
み
」
や
「空
き
巣
盗
」
、
ま
た
深

夜
、
無
人
の
事
務
所
な
ど
を
狙

っ

≡上
「事
務
所
あ
ら
し
」
な
ど
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
犯
罪
は
、
独
盗
や
殺
人
に

移
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
被
害
防
止
の
た
め
に
戸
締
り

や
現
金
な
ど
の
厳
童
な
保
管
管
逆

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

図

国

田

口

周

岡

Ｏ
戸
締
り
を
確
実
に

外
出
・就
寝
時
に
は
、
窓
、
玄
関
、

勝
手
口
、
ト
イ
レ
、
風
呂
場
な
ど

の
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
現
金

・
貴
童
品
の
保
管
管
理
の

徹
底
現
金

・
貴
重
品
は
金
庫
な
ど
に

保
管
し
、
多
類
の
現
金
は
家

に

置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
警
察

へ
の
通
報

被
害
に
あ

っ
た
時
、
ま
た
は
不

審
若

（卓
）
を
目
撃
し
た
時
は
、

す
ぐ
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

ナ
ン
パ
ド
の
チ
ェ
ツ
ク
も
忘
れ

ず
に
Ｉ

車
上
狙
い
多
発
！

ス
ー
パ
ー
や
パ
チ
ン
コ
店
の
駐

卓
場
な
ど
で
、
卓
上
狙
い
（車
土
あ

ら
し
）
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
車
の

中
に
パ
ッ
ク
な
ど
を
置

い
て
い
た

た
め
に
、
錠
を
掛
け
て
い
て
も
、
ガ

ラ
ス
を
割

っ
た
り
、
錠
穴
を
壊
さ

れ
た
り
す
る
被
害
が
多
発
し
て

い

ま
す
。
卑
上
狙

い
に
竜
わ
な
い
た
め
に

も
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

主
ヽ
い
。
　

「

・
か
ば
ん

。
現
金

・
貴
重
品
は
、

車
の
中
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
ギ

。
少
し
で
も
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、

必
ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

六
日
町
警
察
署

砒
７
７
０
・
０
１

，
１
０

共

(7)



国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
１
３
，
３
０
０
円

（平

成
１６
年
度
）
で
す
が
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
保
険
料
負
担
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

「申
請
免
除
制

耳

度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度
に
は

「全
額
免
除
」
と

「半
額
免
除
」

の
２
通
り
あ
り
、
原
則
前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
判
定

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額

・
半
額
免
除
の
基
準
は
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資

格
期
間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
は
、
全
額
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
通
常
の
３
分

の
と
、
半
額
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
通
常
の
３
分
の
２

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
半
額
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
半
額
の
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は
未
納
期

間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
１５
年
７
月
か
ら
平
成
１６
年
６
月
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

・
承
認
さ
れ
た
方
で
引
き
続

き
、
７
月
以
降
も
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
改
め
て

手
続
き
が
必
要
で
す
。

７
月
か
ら
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
７
月
１
日
か

ら
８
月
３‐
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
に
は
１０
年
前
ま
で
の
免
除
期
間
に

つ
い
て
、
保
険
料
を
さ
か
の
ば
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
「追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所

阻
７
７
０

●
２
２
１
１

住
民
課
国
保
年
金
係

阻
７
８
４

●
３
４
５
３

伊

①前年の合計所得金額が次の額以下のとき

○扶養親族等がいる場合… (扶養親族等の数+1)× 35万円+24万円
○扶養親族等がいない場合…35万円

②被保陰者又は被保険者の属する世帯の他の世帯員が、生活保護法ピよる生活扶助以外
の扶助その他の援助であって、厚生労働省令で定めるものを受けるとき

③地方税法に定める障害者・寡婦の人で、前年の所得が 125万円以下のとき

④保険料を納付することが著しく困難である場合        生

申請のあった日の属する年度又はその前年度において ,.マ
○震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、被害金額が財産の価格のおお

むね2分のと以上である損害を受けたとき
○失業により保険料を納めることが困難と認められるとき

○事業の体止又は廃上により厚生労働省が実施ずる離職者支援資金貸付制度による
貸付金の交付を受けたとき       く
※④の事由による場合は、申請の際にその事実を明らかにすることのできる書類の添付
が必要となります。

本人、配偶者、本人の属する世帯の世帯主のいずれもがそれぞれの場合のいず

れかに該当していることが必要です。

保
険
料
の
免
除
の
手
続
き
は
お
早
め
に

①前年の合計所得金額が68万円以下のとき

※扶養親族等があれば、その有無及び人数に応じて加算されます。
また、所得の額の計算において、各種控除(生命保険料控除、寄付金控除等は除く)が

あります。

②被保険者又は被保険者の属する世帯の他の世帯員が、生活保護法による生活扶助以外
の扶助その他の援助であって、厚生労働省令で定めるものを受けるとき

③地方税法に定める障害者。寡婦の人で、前年の所得が 125万円以下のとき

④保険料を納付することが著しく困難である場合

申請のあった日の属する年度又はその前年度において
｀

○震災、風水害、火災その他これらに類する災害により、被害金額が財産の価格のおお

むね2分の1以上である損害を受けたとき
○失業により保険料を納めることが困難と認められるとき

○事業の休止又は廃止.により厚生労働省が実施する離職者支援資金貸付制度i3よ る

貸付金の交付を受けたとき

※④の事由による場合は、申請の際にその事実を明らかにすることのできる書類の添付
が必要となります。

広報ゆざわ Hl&6.13  (8)



「合同棟診」のAttEらせ
今年は “日曜日検診"があります。
5月 から各地区で合同検診 (結核・肺がん ,基本・ 胃がん 。大腸がん検診)を行っています。6月 の
検診も 15日から始まります。

今年は、初めての試みとして日曜日に検診を実施します。午前中は対象地区が決められていますので、

対象地区以外の方はできるだけ午後ρ時間帯においでください。

※ 6月 20日 (日 )の午後検診における胃がん検診は、予約が必要ですb
※午後、胃がん検診を受ける方については、検診当日の朝食を軽く食べて、昼食を食べないで検診に来
ていただきます。                                イ

※午後に胃検診を受ける場合、検診当日の午前 7時までに消化の良い食事を済ませてください。   '
朝食後、検診が終わるまで、飲食やガムを噛んだり.、 たばこを吸ったりしないでください。

【予約・問い合わせ】 保健センター TEL 784-ё 149 FAX784-4536      ′|

(め
と

日程 会場 受付時間 対象地区 検診項目

6月 15日 (火 ) 土樽小学校

8:00～ 10:00

中子、添名、西原、萩原、

岩原高原、松川

結 核 検 診

基 本 健 診

胃 が ん 検 診

大腸がん検診

肺 が ん 検 診

※午前・午後と

も同じ内容の

検診が受けら

れます。

6月 16日 (水 ) ロープウェー体育館
西中、西山、湯元、市場、
滝沢、下熊野

6月 17日 (木) 農山村開発総合センター
中里、古野一、古野二、

土樽、土樽スキ‐場

6月 20日 (日 ) 総合福祉センター

8:00-10:00 楽町、下中、幅下、諏訪、
愛宕、東電、堀切

13:00-13:30 希望者(ただし、胃がん検
診は予約制)

符
攻
数
率
推
進
奉
員
を
会
鼻
し
ま
す

湯
沢
町
で
は
現
在
平
成
１４
年
度
か
ら
１６
年
度
を
改
革
期
間
と
す

る

「第
二
次
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
行
政
組
織
の
改
革
や
事
務

事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
国
の
三
位

一
体
の
改
革
推
進
や
市
町
村
の
合
併

の
進
行
な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
、
湯
沢
町
の
行

政
改
革
も
更
に
見
直
す
必
要
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
＞
」の
た
め
町
で

は
今
年
中
に
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し
を
、
行
政
改
革
推
進
委
員
の

意
見
を
聞
か
せ
て
頂
き
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
町
民
参
加
の
方
針
に
よ
り
、
一
般
町
民
か
ら
の
委
員
公
募

を
行
い
ま
す
。

こ
の
委
員
に
な
ろ
う
と
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ

【応
募
資
格
】

湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
年
齢
が
２０
歳
以
上
の
方

【募
集
定
員
】

お
よ
そ
３
人

（任
期
２
年
）

【申
込
方
法
】

行
政
改
革
に
関
す
る
考
え
を
４
０
０
字
程
度
の
文
章
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
を
記
載
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【応
募
の
締
切
】

６
月
２８
日

（月
）

※
委
員
に
お
願
い
す
る
方
に
は
、
応
募
者
の
中
か
ら
選
考
し
、
そ
の

結
果
を
７
月
中
旬
ま
で
に
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
・

【申
込

・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
庶
務
係

阻
７
８
４

●
３
４
５
１

(9)



☆営業期間・時間 f

区分 期  間 時  間

屋内プール

10月 31日 (日 )まで

定休日 :毎週火曜日

ただし、屋外プール営業中は無休

午前 10時～午後 8時 30分
(屋外プール営業中は午前 9時 30分～)

屋外プール 7月 17日 (■)～ 8月 31日 (火 )
午前 9時 30分～午後 5時
(天候等によ.り 中止する場合があります。)

①機械点検及び水泳教室のため、ご利用できない日があります。ご了承ください。

☆ 1回券

03歳以下の幼児は無料です。                す
○小学2年生以下の子供については、必ず保護者が同伴してくださぃ。
○ナイター券は年後5時より販売します。

☆定期券 (南魚沼郡内に住所を有する方の料金表です。)

○南魚沼郡内以外に住所を有する方は、上記料金の倍額になります。

04歳から小学 2年生の子供は保護者同伴としますので、保護者 1人につき家族内子供 2人までが利用
できる保護者同伴セットをご利用ください。

☆レンタル 1回料金
水着 。・ 。300円 バスタオル・・・ 200円

〉

区分 期間
一般

(高校生以上)
4歳～中学生

屋内プール券
～ 7月 16日 (金)

9月 1日 (水)～ 10月 31日 (日 )
900円 500円

屋内・屋外プール券 7月 17日 (上)～ 8月 31日 (火 ) 1, 500円 800円

屋内プール・ナイター券 ,10月 31日 (日 ) 500円 300円

区分
子供

(小学 3年生～中学生)

一般

(高校生以上)
保護者同伴セット

シーズン券 4, 000円 7,500円 7, 500円

3ヶ 月券 2, 500円 5,000円 5, 000円

【問い合わせ】 レジャープール『オーロラ』 T巳 787-6600

広報ゆざわ H16.6.13  (10)



籍い錢 趨
参加者募集 !

【申込・問い合わせ】                      '
(財)湯沢町都市施設公社 (T[L784-1511)※定員になり次第締め切ります。

‐            ,1

日

(〕
レ

日時 募集講座 内容など 講師 集合場所

6月 22日 (火 )

10:00
1

14:00

盈弾瑠鞍餞麟機
爾鶴鰺靱鰺鬱

参加料 :2,300円

定員 :閉人

ギ

ハーブを使つたパスタツース

作り&パスタ作 り。ハープの
香 りと風味が楽しみ。パスタ

&ツースを作るのでエプロン

持参下さい。ピットーレの昼

食付き。

ピッツェリア・ピットーレ

辻 伊佐男
岩原スキー場

ピットーレ店

6月 27日 (日 )

13:30
を
16:00

勢飛移観鱒警罐鰺鰺
躍露で守鬱磯蘊餞鰺篭昭

参加料 :1,000円

定員 :20人

安全で肌にやさしいハープ石

鹸と公園内で花穂を摘んで香

りのスティックづくり。

石鹸はドライ、スティックは

フレッシュなラベンダ甘を。

剪定ばさみ持参。

シャロンの花

小沢 真知雄
カ ル チ ャー

セ ン タ ー

7月 1日 (木 )

13:00
を
17:00

罐 畿ぬ罐畿

参加料 :500円

定員 :25人 ′

脚 の解鰺攣で鶴錢

6万∬のなだらかな山の斜面
に赤、紫、ピンク、自など5P

万本のあじさいが植栽。マイ

クロバスで出かけます。まだ

咲いていないつばみの二千年

蓮も見る予定。   ′

花遊びスタンフ
カ ル チ ャ ー

セ ン タ ー

7月 10日 (上 )

13:30
ど
15:30

鞠畷鞍翻紗く鰯艤
盈Υ藤躍的鵬畢等呻

参加料 :2,300円

定員 :20人

涼を呼ぶ観葉植物を数種類ガ

ラスベースにお洒落に寄せ植

えします。ハイドロボールを

使用す&ので、清潔感があり、
周りを汚す心配がありません。

フロージストたかの

鈴木 純子
カル チ ャー

セ ン タ ー

()６

日

７

日

９

日

１０

日
■
日日

２６

日

２７

日

２８

日

３．

日
13 12
日 日

21 20 19 18
日 日 日 日

17 16 14
日 日 日

25

南
魚
沼
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議
会
定
期
総
会

湯
沢
町
精
神
障
害
者
家
族
会
定
期
総
会
／
北
関
東
・
新
潟
地

域
連
携
軸
推
進
協
議
会
決
算
監
査
／
町
老
連
役
員
合
同
会

議
／
保
育
会
定
期
総
会
　
　
　
　
・

湯
沢
町
消
防
団
春
季
消
防
演
習

（湯
沢
小
学
校
）

政
務
調
査
会

（産
業
経
済
委
員
会
）
／
南
部
森
林
組
合
理
事

会
／
湯
沢
町
ス
キ
ー
振
興
協
議
会
理
事
会

課
長
会
議
／
町
連
合
遺
族
会
役
員
総
会
／
国
体
常
任
委
員

会
／
山
田
土
地
組
合
役
員
会

県
農
林
公
社
会
計
監
査

全
国
赤
十
字
大
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
要
望
／
冬
季
国

体
準
備
委
員
会

　

、

新
潟
県
観
光
協
会
理
事
会

湯
沢
町
消
防
団
春
季
消
防
演
習

全
二
俣
小
学
校
）

十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
決
算
帳
簿
監
査
／

南
魚
沼
郡
土
木
振
興
協
議
会

新
潟
県
農
林
公
社
役
員
会

湯
沢
町
商
工
会
総
代
会

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
総
会

県
町
村
会
理
事
会
／
新
潟
県
発
電
関
係
市
町
村
協
議
会
監

査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

地
方
財
政
危
機
突
破
総
決
起
大
会

郡
町
村
会
／
郡
福
祉
三
団
体
合
同
役
員
会
／
ヤ
マ
ト
運
輸

労
働
組
合
全
国
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

町
長
予
算
査
定
／
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
／

新
潟
県
自
然
公
園
施
設
整
備
協
議
会
総
会

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
監
査
／
公
団
造

林
推
進
協
議
会
役
員
会

三
俣
地
域
振
興
対
策
要
望
／
湯
沢
町
政
懇
談
会

(11)



湯:Rフ ィーfbド

音楽祭

第 2回

０
日
時
７
月
１８
日

（日
）

年
後
４
時
～

０
会
場
加
山
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ス
ト
ス
キ
ー
場

０
出
演
加
山
雄
三
＆
ハ
イ
パ
ー
ラ
ン
チ
ャ
ー
ズ

加
瀬
邦
彦
＆
ザ

・
ワ
イ
ル
ド
ワ
ン
ズ

由
紀
さ
お
り

。
安
田
祥
子
　
ほ
か

０
入
場
券

（前
売
り
）

。
大
人
券
　
５
，
０
０
０
円

。
子
供
券
　
２
，
０
０
０
円

。
ペ
ア
券
　
９
，
０
０
０
円

ｆ

（大
人
２
人
用

・
全
員
同
時
入
場
ガ
条
件
）

。
フ
ア
ミ
リ
ー
券
　
１
６
，
０
０
０
円

（４
人
用
、
大
人
４
人
で
も
可

・
全
員
同
時
入
場
が
条
件
）

※
未
就
学
児
は
無
料

０
窓
□
販
売

湯
沢
温
泉
総
合
案
内
所
、
苗
場
旅
館
組
合
案
内
所
、
か
ぐ
ら

。
み

つ
ま
た
観
光
協
会
案
内
所
、
岩
原
観
光
協
会
案
内
所
、
中
里
観
光
セ

ン
タ
ー
　
な
ど

０
間
い
合
わ
せ

湯
沢
町
観
光
協
余
事
務
局

ＴＥＬ
７
８
４

・
４
３
０
３
　
剛
７
８
５

●
５
３
３
３

）ヽ、‐卜

一§
帝

一

ダ

信
越
総
合
通
信
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
波
を
正
し
く
使
用
す
る
た
め

に
、
電
波
法
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
「
不
法
無
線
局
」
か
ら
，発
射
さ

れ
る
強
力
な
電
波

（不
法
電
波
）
に

よ
り
、
テ
レ
ビ
・ラ
ジ
オ
な
ど
の
放

送
受
信
機
器
や
、
消
防

・救
急
等
の

重
要
な
無
線
通
信
へ
の
混
信

・
妨

害
が
あ
と
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ

け
ま
す
ｏ

私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る

電
波
、
そ
の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、
「
不
法
無
線
局
」

を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く
使
い
ま
し
よ
う
。

テ
場
ビ
ガ
綺
麗
に
映
ら
な
い
、
策
線
機
に
雑
音
が
入
る
と

い
っ
た
電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
ど

う
ぞ
。
　
　
　
　
．

◇
無
線
設
備
へ
の
混
信
≡
妨
害
に
関
す
る
も
の

監
視
調
査
課
　
　
　
　
＼

砒
０
２
６

，
２
３
４

・
９
９
７
６

◇
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
等
放
送
の
受
信
障
害
に
関
す
る
も
の

受
信
障
害
対
策
宮
　
　
　
　
　
・

軋
０
２
６

・
２
３
４

・
９
９
９
１

◇
そ
の
他
の
行
政
相
談
に
関
す
る
も
の

調
査
宮

砒
０
２
６

・
２
３
４

・
９
９
６
１

〒
３
８
０

１
８
７
９
５

長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

Ｊ
計
計
０
」
＼
＼
〓
〓
〓
・
∽
す
一
ヨ
０
付
∽
Ｅ
Ｉ
げ
ド
・
ｍ
Ｏ
・
」
ｏ

ブ

がけ崩れや地すべり等の上砂災害は、一瞬のうちに尊い命や貴重な財産を奪ってしまいます。
・雨が長く降り続く時や大雨の時
。川の水、井戸水、湧き水の量が変化したり、濁りだした時         ｀
・土地に亀裂が生じた時 など
は非常に危険です。

「危ないな」と思ったら非難しましょう。

日頃から家の近くの山、がけ、川などをよく点検し、異常個所等を見つけたら、建設課 (■L784-4852)
へ連絡してください。

6月 は土砂災害防止月間です
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,

（社
）
南
魚
沼
シ
ル
パ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
は
、
現
在
、
約
８
５
０
人

の
会
員
が
、
「生
き
が
い
」
「や
り

が
い
」
「働
き
が
い
」
を
目
標
に
楽

し
く
助
け
合

い
な
が
ら
就
業
し
て

い
ま
す
。

【
大
会
の
条
件
】

概
ね
６０
歳
以
上
で
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
軟
迎
し
ま
す
。

【
大
会
の
手
順
】

毎
月
―
口
、
大
会
説
明
会

に
お

い
て

い
た
だ
き
、
説
明
を
受
け
、
納

得
し
た
上
で
、
大
会
し
て

い
た
だ

き
ま
す
。

Ｏ

大
会
説
明
会
の
期
日

0

６
月
１４
日

（月
）

７
月
１２
日

（月
）

８
月
９
日

（月
）
　

　

　

　

″

９
月
１３
日

（月
）
　
　
　
　
　
・

Ю
月
１２
日

（火
）

Ｈ
月
８
日

（月
）

‐２
月
１３
日

（月
）

―
月
Ｈ
日

（火
）

２
月
１４
日

（月
）

３
月
１４
日

（月
）
　

　

　

　

，

※
時
間
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
で

孝
ワ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

／

○
説
明
会
場

サ
ン
ラ
イ
ズ
六
日
町

全
ハ
日
町

坂
戸
）

【聞

い
合
わ
せ
】

（社
）
南
魚
沼
ン
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
ダ
ー
湯
沢
町
事
務
所

Ｒ
７
８
４

●
２
８
５
０

【
コ
ー
ス

・
期
間

・
曜
日
】

【
定
員
】

各
１０
人

（定
員

に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
サ
ン
テ
イ
ツ
ク
ス
ク
ー
ル

砒
７
７
２
●
４
５
５
４

働

い
て
い
て
、
「困

っ
た
」
「ど

う
し
よ
う
」
と
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
長
岡
地
域
振
興
局

で
は
、
労
働
問
題
で
お
困
り
の
方

の
た
め
に
専
門
家
に
よ
る
労
働
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
労
働
者
・伎

用
者
を
聞
わ
ず
、
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
一ヽ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
目
時
】

６
月
２５
日

（金
）

・β

午
前
Ю
時
～
午
後
４
時
　

　ヽ
　
ヽ

【会
場
】

長
岡
地
域
振
興
局
　
―
階

【内
容
】

労
働
全
般
の
相
談
に
労
働
基
準

監
督
署
、
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護

ｒ
士
が
應
じ
ま
す
。

※
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
、
予
約

が
挺
妥
で
す
。
事
前
に
お
聞

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秩
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【聞

い
合
わ
せ
】
　

　

　

　

ヘ

長
同
地
域
振
興
局
企
画
振
興
部

労
働
経
済
課

砒
０
２
５
８

ｏ
３７

・
６
１
１
０

灯
油
等
の
地
下
タ
ン
ク
は
、
地

盤
面
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め

に
、
分
化
等
で
ア
ン
ク
や
配
管
の

一
部
亀
裂
４
ど
を
お
こ
し
、
油
漏

れ
が
生
じ
て
発
見
が
遅
れ
、
人
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。早
期
発
見
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
に
、
点
検
技
術
者
に
よ
る
定

期
点
検
方
法
と
実
施
時
期
が
４
月

十
日
よ
り
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
。

●
点
検
方
法

油
漏
れ
の
点
検
は
危
険
形
に
接

す
る
す
べ
て
の
部
分

（地
下
）
に
つ

い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
な
ら

い
と

さ
れ
ま
し
た
。

●
点
検
周
期

設
置
後
１５
年
ま
で
は
３
年
ご
と
、

‐５
年
以
降
＝
十
年
ご
と

（た
だ
し
、

在
庫
点
検
、
漏
え

い
点
検
等
を

行

っ
て
い
れ
ば
３
年
ご
と
）
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
，

【
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係
砒

７

８

２

●
５

３

３

０

※時間は午後 6時 30分～ 9時 30分

,
／

く

■湯沢町の交通事故発生状況■

高齢者が被害にあう交通事故は、

後を絶ちません。特に夕方から夜に

かけて道路横断を含む歩行中にあう

ケースが多発しています。

高齢者を見かけたら、必ず減速し、

一時停止や徐行して高齢者の動きに

注意しましよう。        f

本年 昨年 増減

発 生 件 数 27件 34件 -7件

死 亡 者 0人 2人 -2人

負 傷 者 数 50人 47人 +3人

(1月 1日 ～ 5月 31日 )

コース 期間 曜日

エクセル応用 7月 5日～ 9月 6日 月・水

フォトショップエレメンツ基礎 7月 12日 ～ 8月 12日 月・木

簿記 2級 7月 14日～ 10月 29日 月・水・金

第 1種電気工事学科 8月 9日 ～ 9月 29日 月～金

エクセル中高年ゆっくり 咤 8月 18日 ～ 10月 6日 月・ 水
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昭
和
５６
年
以
前

に
建
築
さ
れ
た

建
築
物
に
は
、
現
行

の
耐
寮
基
準

を
満
た
し
て
い
な

い
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
に
建
築

さ
れ
た
建
築
形
で
あ

っ
て
も
、
壁

や
窓

の
配
置
が
偏

っ
て
い
る
も
の
、

―
階
に
ピ

ロ
テ
ィ
ー
が
あ
る
も
の

な
ど
は
耐
震
性
に
分
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

専
門
知
識
が
な
く
て
も
、
木
造

住
宅

の
簡
易
診
断
が
で
き
る
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「わ
が
家

の
耐
寮
診
断

と
補
強
方
法
」
を
配
布
し
て

い
ま

手
ワ

。

耐
反
改
修

の
助
成
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
建
築
住
宅
課

砒
０
２
５
●
２
８
０
●
５
４
４
１

地
域
で
活
曜
す
る
人
た́
ち
が
地

域
の
課
題
に

つ
い
て
知
事
と
デ
ィ

ス
カ

ツ
シ

ョ
ン
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す

（手
話
竜
訳
あ
り
）
。

【
日
時
】

７
月
８
日

（木
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時

【
会
場
】

六
日
町
地
域
振
興
局

【
テ
ー
マ
】

「
四
季
を
通
じ
た
観
光

・
交
流
の

促
進
」

【申
込
締
切
】

傍
聰
を
希
望
す
る
方
は

７
月
十
日

（木
）
ま
で

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
振
興
局
企
画
振
興

部
地
域
振
興
課

砒
７
７
２

●
２
７
９
３

一
人
の
登
占
家
が
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち

の
協
力
を
受
け
、
成
し
得

た
清
掃
登
山
な
ど
の
体
験
を
通
し
、

「絆
」
の
大
切
さ
を
語
り
ま
す
「

【
期
日
】

６
月
２６
日

（土
）

【
時
間
】

受
付
　
正
午
～

開
場
　
午
後
１２
時
３０
分
～

開
会
　
午
後
―
時

´
【
会
場
】

六
日
町
文
化
会
館
　
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】

無
料

　

　

　

　

．

【
主
催
】
　
　
　
　
　
　
、４

（社
）
雪
国
青
年
会
議
所

　

．

【
共
催
】

（協
）
新
潟
県
異
業
種
交
流
セ
ン

タ
ー
【
聞

い
合
わ
せ
】

（社
）
雪
国
青
年
会
議
所

砒
７
７
２

●
７
９
３
７

急
キ
当

の
講
習
会
で
す
。
あ
な
た

も
命
を
守
る
技
術
を
身

に
つ
け
ま

せ
ん
か
。

【
日
時

。
会
場
】

①
６
月
２６
日

（土
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時
３０
分

魚
沼
消
防
本
部
３
階

②

７
月
１０
日

（土
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時
３０
分

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
３
階

【受
講
料
】

無
料

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
本
部
救
急
係

砒
７
８
２

●
５
３
３
１

魚
沼
消
防
署
湯
沢
分
署
救
急
係

砒
７
８
４

●
３
３
７
７

（谷
後
）

（西
山
）

（原
新
田
）

（六
日
町
）

（原
新
田
）

（埼
玉
県
毛
呂
山
町
）

趙
肺
詠
生
法
を
学
ぶ
救
急
講
習

会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

自
分
の
家
族
が
倒
れ
た
と
き
、
ま

た
怪
我
を
し
た
と
き
に
役
立

つ
痣

ご
結
婚
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
寸

５

月

２３

日

樋
日

（井
口
）

上
村

（山
田
）

井
熊

（黒
須
）

直
孝
靖
子
太

一

麻
美
正
樹
美
香

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

５
月

２４

日

５
月

２６

日

お
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
す

５
月
１６
日

　

高
橋

　

優
磨

さ
ん

　

（古
野
二
、
弘
巳
・
美
香
さ
ん
）

５
月
１６
日

　

渡
邊

　

紗
野

さ
ん

　

（添
名
、
弘
之

。
直
江
さ
ん
）

５
月
１８
日

　

松
田
　
琉
々
花

さ
ん

　

（谷
地
ｖ、
孝
治

。
加
織
さ
ん
）

５
月
２６
日

　

寺
口
　

洋
子

さ
ん

　

（駅
通
、
５８
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
戟
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

介 護 保 険 料 (第 1期 )
下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 金 (第 1期 )

納期限は、6月 30日⑪です。
□座振替納付の方は、6月 28日Θに31き落としさ
せていただきます。

※納付は、便利な「□座振替制度」もあります。
。

ぜひ、ご利用ください

■
Ⅲ
野

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

し

申

し

ま
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